
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 ２月１９日（月）は、今年で 14年目となる本荘小学校の「お弁当の日」でした。「今回はでき

るだけ最後まで自分でやってみよう！」と子どもたちに声かけをしました。自分で作ったからこ

そ「自分だけの特別なお弁当」になったことでしょう。失敗も成功も子どもたちにとって大きな

成長につながったと思います。その様子をご覧ください。 
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自分なりにお弁当づくりに挑戦し

たことがわかるお弁当でした。 

          ｂｙ栄養士 片付けもがんばったよ！ 

5年生 



 

 

    

 

児童の感想より 
 

 

 

 

 

 

保護者の感想より 

・揚げ物に苦戦していましたが前日準備は前回より手際良くできるようになっていてよかったで

す。もう少し野菜が入れば良いなと思いました。 

・炒める順番だけ伝えると、後は自分で上手につくることができていました。味もとても美味し

かったです！ 

・今回は全く手を出すことなく完成していました。味見しつつ味にも気を配りながら片付けも一

人でこなせていて申し分ないです。 

・今回はだいたい家に残っているであろう材料で作ってみました。日々のごはん作りでは家にあ

るもので工夫することがあるのでそれが分かってもらえたらと思っています。 

お弁当作りで自分を表現し、自分でつくった！という経験から、自信につなげてほしいと思い

ます。保護者の皆様、ご支援・ご協力をありがとうございました。 

・朝つくるのは大変だった。はじめよりは早くできた。 

・照焼きチキンをつくるときに弱火でやったのでうまくつくることができました。たまごやきに

べにしょうがを入れたのでいろどりもよくなりました。 

・具をたくさん入れてつくったのでおいしかった。フライパンやなべも洗って片付けた。お弁当

箱も自分で洗った。 

・初めて 1人でつくってみて、調味料の量の割合が難しかったけど、１回１回確認しておいしい

ものができた。いろどりに今回も気をつけて作った。 

6年生 

なかよし 


